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渡
米
す
る
金
魚

─ 

昭
和
初
期
の
金
魚
輸
出 

─

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
〇
月
八
・
九

日
、
伊
勢
佐
木
町
の
野
澤
屋
五
階
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
水
産
会
・
横
浜
市
水
産

会
・
神
奈
川
県
輸
出
金
魚
組
合
・
横
浜
観
魚

会
の
主
催
に
よ
り
「
神
奈
川
県
金
魚
品
評

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
消
費
地

に
近
い
神
奈
川
県
に
お
い
て
、
養
殖
事
業
の

中
で
コ
イ
や
ウ
ナ
ギ
は
他
県
に
圧
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
金
魚
は
国
内
だ
け
で
は
無
く
海
外

に
も
市
場
が
あ
り
、
発
展
の
余
地
が
あ
る
と

し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（『
神
奈

川
県
水
産
会
報
』
二
一
、
一
九
三
一
年
）。

こ
の
の
ち
、
品
評
会
は
、
何
年
か
続
け
て
行

わ
れ
た
。

横
浜
で
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年

に
金
魚
養
殖
が
始
ま
り
、
輸
出
は
一
八
九
〇

（
明
治
二
三
）
年
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
昭
和
初
期
に
は
、
横
浜
市
勧
業
課
が

『
横
浜
に
於
け
る
金
魚
の
養
殖
及
輸
出
状

況
』（
一
九
三
四
年
三
月
）
を
発
行
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
歴
史
を
記
録
し
て
い
る
（
以

下
、『
養
殖
及
輸
出
状
況
』
と
略
す
）。

ま
た
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
は
外
務
省
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
市
場
調
査
等
も
あ
り
、
関
係

す
る
「
外
務
省
記
録
」
は
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー（
Ｗ
ｅ
ｂ
）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
以
前
は
、
歴
史
公
文
書
探
求
サ
イ

ト
『
ぶ
ん
蔵
』（
歴
史
公
文
書
等
所
在
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
連
絡
会
議
）
に
お
い
て

も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
昭
和
初
期
の
金
魚

養
殖
と
輸
出
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

横
浜
に
お
け
る
養
殖
と
輸
出
の
始
ま
り

先
に
見
た
よ
う
に
、
一
八
七
七
年
に
横
浜

市
の
金
魚
養
殖
は
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。『
養
殖
及
輸
出
状
況
』（
以
下
同
書
）
に

よ
る
と
、
細
田
清
重
と
い
う
人
物
が
中
区
末

吉
町
に
金
魚
商
を
開
業
し
、
現
在
の
若
葉
町

三
丁
目
付
近
に
約
五
〇
〇
坪
の
養
殖
池
を
設

け
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
次
い
で
、

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
、
安
藤
勇
五
郎

が
戸
部
町
に
五
〇
〇
坪
の
養
殖
場
を
設
け
て

い
る
。
そ
の
後
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）

年
頃
に
は
平
沼
町
に
脇
和
吉
、
〇
八
（
明
治

四
一
）
年
に
は
北
方
町
に
加
藤
金
蔵
が
養
殖

場
を
設
け
る
な
ど
、
明
治
後
期
に
増
加
し
て

い
る
。
よ
り
趣
味
性
の
強
い
蘭
鋳
は
、
一
八

八
五
（
明
治
一
八
）
年
、
弁
天
通
の
八
木
屋

が
東
京
か
ら
持
ち
込
ん
で
飼
育
し
た
の
が
始

ま
り
だ
と
い
う
。
次
第
に
同
好
者
が
増
加
し
、

九
九
年
横
浜
観
魚
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大

震
災
で
打
撃
を
受
け
た
が
復
興
し
、
三
三
年

頃
に
は
観
魚
会
員
約
三
〇
人
、
一
般
に
も
相

当
飼
育
者
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

輸
出
の
始
ま
り
は
、
他
説
も
あ
る
が
、
一

八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
、
カ
ナ
リ
ヤ
な
ど

の
輸
出
商
で
あ
っ
た
前
出
の
加
藤
金
蔵
が
、

エ
ン
プ
レ
ス
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
号
の
乗
組
員
の

依
頼
に
よ
り
、
一
〇
〇
尾
の
和
金
を
木
製
手

桶
に
入
れ
て
販
売
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
届

け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

同
船
等
が
出
帆
す
る
た
び
に
二
〇
〇
〇
尾
か

ら
次
第
に
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
。
一

九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
は
、
シ
ア
ト
ル

に
も
輸
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
頃
に
は

一
回
に
二
万
尾
、
年
間
一
〇
万
尾
を
輸
出
す

る
よ
う
に
な
り
、
輸
送
容
器
が
、
手
桶
か
ら

「
改
造
四
斗
樽
」
に
替
わ
っ
た
の
も
こ
の
頃

か
ら
と
い
う
。
輸
出
尾
数
が
増
加
し
た
た
め

に
、
先
述
の
よ
う
に
加
藤
は
養
殖
場
を
作
り

金
魚
養
殖
に
も
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
輸
出
商
も
出
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
は
、
父
親
が

金
魚
や
小
鳥
の
輸
出
商
で
あ
る
水
野
熊
吉
が
、

輸
出
用
金
魚
の
養
殖
を
行
う
た
め
の
養
殖
場

を
岡
村
町
に
設
置
し
て
い
る
。
二
二
年
に
は

三
三
万
尾
を
生
産
し
一
万
二
〇
〇
〇
円
の
売

上
げ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
二
三
年

の
関
東
大
震
災
で
は
養
殖
場
や
店
舗
が
全
滅

し
て
い
る
（
以
上
、「
岡
村
の
金
魚
王
」、

『
浜
・
海
・
道
Ⅱ
』
磯
子
区
役
所
、
一
九
九

三
年
）。
水
野
は
直
ぐ
に
養
殖
を
再
開
し
て

い
る
が
、
こ
の
大
震
災
は
、
横
浜
の
金
魚
養

殖
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
水
野
は
、
昭
和

初
期
に
は
「
加
州
ヘ
エ
イ
ワ
ー
ド
に
支
店
を

営
み
、〔
略
〕
全
米
に
販
路
を
ひ
ろ
め
、
現

在
に
て
は
、
全
国
、
殆
ん
ど
氏
に
比
ぶ
も
の

な
き
状
態
に
当
り
、
年
々
百
万
を
輸
出
し
、

〔
略
〕
用
地
は
、
現
に
四
千
六
百
坪
を
擁
し
、

全
国
生
産
の
八
割
を
氏
の
手
に
よ
り
て
海
外

に
輸
出
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
」（『
横
浜
市
誌
』

一
九
二
九
年
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
初
期
の
金
魚
養
殖
業
の
推
移

先
ず
、
昭
和
初
期
の
全
国
の
金
魚
産
地
と

神
奈
川
県
の
位
置
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
一

九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
生
産
を
見
る
と
（
表

1
）、
三
大
産
地
（
奈
良
県
郡
山
・
愛
知
県

弥
富
・
東
京
市
江
戸
川
・
城
東
区
等
）
を
擁

す
る
奈
良
県
・
愛
知
県
・
東
京
府
の
合
計
が

八
割
を
超
え
、
特
に
一
位
の
奈
良
県
の
割
合

が
非
常
に
高
い
。
次
い
で
静
岡
県
・
神
奈
川

県
が
続
い
て
い
る
。
神
奈
川
県
は
三
大
産
地

と
は
差
が
あ
る
が
、
主
要
な
産
地
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。

次
に
、
神
奈
川
県
と
横
浜
市
の
金
魚
養
殖

場
に
つ
い
て
み
る
と
（
図
1
）、
養
殖
場
数

で
は
、
県
は
一
九
二
六
年
に
二
箇
所
で
あ
っ

た
が
、
翌
年
は
一
一
箇
所
に
増
加
し
、
二

八
・
二
九
年
は
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
、
三

六
年
ま
で
ほ
ぼ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
三
六
年

五
八
箇
所
・
三
七
年
五
四
箇
所
が
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
面
積
で
は
、
三
三
・
三
四
年
の
約

四
万
六
〇
〇
〇
坪
が
ピ
ー
ク
で
、
以
後
、
一

場
あ
た
り
の
面
積
は
急
激
に
減
少
す
る
。
こ

れ
は
高
座
郡
・
中
郡
に
、
規
模
の
小
さ
な
養

府県名 数量
（百尾）

割合
（%）

金額
（円）

割合
（%）

奈良 228,394 44.4 375,330 57.9 

愛知 109,319 21.3 84,065 13.0 

東京 86,275 16.8 81,241 12.5 

静岡 14,108 2.7 13,951 2.2 

神奈川 11,355 2.2 13,896 2.1 

その他 64,507 12.6 79,618 12.3 

合計 513,958 100.0 648,101 100.0 

出典：出典：『第十次農林省統計表』1934�年。

表1　1933�年府県別、主な金魚産地
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殖
場
が
多
数
造
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
三

二
年
に
は
、
神
奈
川
県
が
奨
励
す
る
副
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
金
魚
養
魚
池
の
新
設
」
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
（『
中
外
商
業
新
報
』
三

月
一
一
日
）、
増
加
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
思

わ
れ
る
。

横
浜
市
で
は
、
養
殖
場
数
で
は
二
七
年
に

二
箇
所
と
な
り
、
三
一
年
に
六
箇
所
、
三
二

年
に
七
箇
所
、
三
三
年
に
は
一
一
箇
所
に
増

加
し
、
以
後
、
三
七
年
ま
で
九
～
一
一
箇
所

で
推
移
し
、
三
八
年
に
は
三
箇
所
と
な
っ
た
。

面
積
で
は
、
三
〇
～
三
七
年
は
一
万
二
五
五

二
～
一
万
四
二
六
〇
坪
と
県
合
計
と
比
べ
る

と
変
化
が
少
な
い
。
県
が
伸
び
る
三
二
年
以

前
で
は
、
二
九
年
を
除
き
六
割
か
ら
七
割
以

上
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
郡
に
広

い
養
殖
場
が
出
現
し
、
川
崎
市
で
も
増
加
し

た
た
め
に
割
合
を
低
下
さ
せ
る
が
、
そ
れ
ら

は
定
着
せ
ず
、
三
六
・
三
七
年
に
は
四
六
～

四
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
三
八
年

の
落
ち
込
み
は
、
六
月
末
の
水
害
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
生
産
金
額
で
は
、
横
浜
市
は

二
七
・
二
八
・
三
〇
年
で
は
、
一
五
、
六
〇

〇
円
・
一
四
、
六
〇
〇
円
・
二
二
、
五
八
四

円
と
県
全
体
の
八
～
九
割
を
占
め
、
そ
の
後
、

三
七
年
ま
で
は
約
五
五
～
六
五
パ
ー
セ
ン
ト

（
三
四
年
は
例
外
）
で
あ
り
、
三
八
年
の
激

減
前
は
県
内
一
の
産
地
で
あ
っ
た
。　

こ
れ
ら
の
統
計
で
は
、
先
の
水
野
熊
吉
の

例
か
ら
見
る
と
補
足
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
、
統
計
の
数
字
以
上
の
生
産
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
初
期
の
輸
出
の
様
子

『
養
殖
及
輸
出
状
況
』
は
、
金
魚
輸
出
に

つ
い
て
も
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
輸
出
の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。

表
2
は
一
九
二
六
（
昭
和
元
）
～
三
一
（
昭

和
六
）
年
の
貿
易
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
二
六
年
の
数
量
は
、『
中
外
商
業

新
報
』
三
一
年
九
月
八
日
の
記
事
で
は
、
一

〇
〇
万
尾
と
な
っ
て
お
り
疑
問
が
残
る
が
、

該
期
に
は
輸
出
高
を
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
は
四
〇

〇
万
尾
、
五
二
万
円
と
ピ
ー
ク
と
な
り
、
翌

年
に
は
一
〇
〇
万
尾
以
上
の
減
少
と
な
っ
た
。

こ
の
頃
の
横
浜
の
主
な
輸
出
商
は
「
前
記

加
藤
氏
（
震
災
後
本
牧
に
移
る
）、
岡
村
の

水
野
氏
、
杉
田
の
石
橋
氏
等
」
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
従
来
は
船
員
に
任
せ
て
い
た
輸
送
か

ら
、
輸
出
商
の
店
員
が
乗
船
し
荷
に
付
き
添

っ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
二
九（
昭
和
四
）

年
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
横
浜
の
金
魚
輸
出
商

に
よ
っ
て
輸
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
三
〇
年
に
な
る
と
、
産
地

が
直
接
輸
出
を
は
じ
め
、
愛
知
県
弥
富
は
四

日
市
港
か
ら
、
奈
良
県
郡
山
は
神
戸
港
か
ら

積
み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
三
一
年
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
紐
育
）
の
奈
良
貿
易
商
会

が
郡
山
・
弥
富
・
浜
松
産
金
魚
を
直
に
取
り

扱
う
よ
う
に
な
り
、
奈
良
貿
易
商
会
と
産
地

を
仲
介
し
て
い
た
横
浜
の
輸
出
商
は
、
東

京
・
神
奈
川
の
金
魚
を
斡
旋
す
る
だ
け
と
な

っ
た
。
こ
の
奈
良
貿
易
商
会
は
、
三
三
（
昭

和
八
）
年
秋
に
な
っ
て
輸
出
金
魚
の
取
り
扱

い
を
休
止
し
た
た
め
に
紐
育
向
け
は
激
減
し

た
と
い
う
。

次
に
、
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
い
こ
う
。
表
3
は
、
輸
出
港
別
に

見
た
も
の
で
あ
る
が
、
横
浜
港
か
ら
五
割
、

四
日
市
港
か
ら
二
割
八
分
、
神
戸
港
か
ら
二

割
二
分
で
あ
っ
た
。
表
出
し
て
い
な
い
が
府

県
別
で
は
、
愛
知
県
が
七
五
万
尾
（
四
日
市

港
）、
奈
良
県
が
六
〇
万
尾
（
神
戸
港
）、
静

岡
県
が
三
〇
万
尾
に
対
し
、
神
奈
川
県
は
一

〇
五
万
尾
と
全
体
の
四
割
弱
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
、
先
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
東
京
産

な
ど
も
輸
出
さ
れ
て
お
り
、「
正
確
な
統
計

資
料
が
無
い
為
め
」、「
取
扱
者
の
説
を
総

合
」
し
た
横
浜
港
輸
出
の
供
給
地
別
で
は
、

東
京
六
割
・
神
奈
川
二
割
・
静
岡
他
二
割
と

あ
る
。
こ
れ
ら
県
内
や
東
京
か
ら
入
っ
て
く

る
金
魚
は
、
金
魚
輸
送
用
の
木
製
丸
桶
（
直

径
約
五
五
セ
ン
チ
、
深
さ
約
二
四
セ
ン
チ
、

入
蓋
）
に
入
れ
貨
物
自
動
車
で
輸
送
し
、
浜

松
・
弥
富
か
ら
は
鉄
道
便
で
あ
っ
た
。
到
着

後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
池
に
入
れ
て
輸
出
に
備

え
た
。
こ
の
後
、
先
述
の
よ
う
に
四
斗
樽
に

入
れ
て
輸
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
（
桑
港
）
航
路
の
日
本
郵
船
さ
い
べ

り
や
丸
・
こ
れ
や
丸
に
は
、「
噴
水
装
置
様

設
備
」
の
専
用
タ
ン
ク
が
あ
り
、
従
来
、
輸

送
中
に
五
割
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
死

亡
率
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
と
い
う
（『
中

外
商
業
新
報
』
三
〇
年
一
月
一
四
日
）。
三

三
年
頃
で
は
「
近
来
輸
送
技
術
が
進
歩
し
た

為
め
」
に
歩
留
ま
り
が
良
く
な
り
、
シ
ア
ト

ル
九
割
、
桑
港
八
割
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
ロ

ス
）
六
割
と
な
っ
た
。

次
に
仕
向
先
を
表
4
か
ら
見
て
み
る
と
、

シ
ア
ト
ル
が
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
一
位
、

次
い
で
紐
育
が
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
桑
港
が

出典：『神奈川県統計書』各年。

図1　神奈川県・横浜市金魚養殖場数（左）・面積（右）

年 数量（尾） 金額（円）

1926 1,700,000 138,000 

1927 1,600,000 220,800 

1928 2,000,000 276,000 

1929 2,800,000 345,000 

1930 4,000,000 520,000 

1931 2,700,000 450,000 

港名 数量（尾） 金額（円）

横浜港 1,350,000 202,500 

神戸港 600,000 90,000 

四日市港 750,000 112,500 

計 2,700,000 405,000 

仕向先 数量（尾） 価格（円）

シアトル 1,188,000 178,200 

ニューヨーク 621,000 93,150 

サンフランシスコ 486,000 72,900 

ロサンゼルス 405,000 60,750 

計 2,700,000 405,000 

出典：『横浜に於ける金魚の養殖及輸出状況』
　　���（横浜市勧業課）

出典：表2と同じ。

出典：表2と同じ。
注：ロサンゼルスの数値は訂正した。

表2　1926～�31�年�金魚輸出高

表3　1931�年度�輸出港別

表4　1931�年度�仕向先別
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一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
ロ
ス
が
一
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
続
い
て
い
る
。
資
料
に
よ
る
と
、
従
来

は
ロ
ス
が
約
六
割
を
占
め
て
い
た
が
、
同
地

の
取
引
問
屋
が
中
国
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、

三
一
年
は
日
中
関
係
の
悪
化
に
よ
り
減
少
し

た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
は
シ
ア
ト
ル
で

も
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
専
用
タ
ン

ク
を
報
じ
た
記
事
で
は
、
桑
港
が
過
半
と
報

じ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
多
く
は
西
海

岸
で
陸
揚
げ
し
、
消
費
地
へ
鉄
道
等
で
運
ば

れ
て
い
っ
た
。

以
上
、
見
た
よ
う
に
、
金
魚
の
輸
出
先
は

ア
メ
リ
カ
が
殆
ど
で
あ
っ
た
が
、
他
の
地
域

へ
の
輸
出
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。『
神
戸
又

新
日
報
』
二
八
年
四
月
二
〇
日
の
記
事
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
へ
の
輸
出
を

報
じ
て
い
る
。
ま
た
、『
横
浜
貿
易
新
報
』

二
九
年
一
〇
月
二
五
日
の
記
事
で
は
、
静
岡

蜜
柑
六
〇
噸
を
冷
蔵
庫
積
に
し
て
翌
月
に
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
に
向
け
横
浜
港
を
出
港
す
る
大

阪
商
船
「
ブ
エ
ー
ス
ア
イ
レ
ス
」
号
に
、
金

魚
を
見
本
と
し
て
乗
せ
、
成
績
が
良
け
れ
ば

ど
し
ど
し
送
る
そ
う
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。

『
養
殖
及
輸
出
状
況
』
で
は
、
最
近
の
輸
出

先
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
約
九
割
五
分
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
四
分
、
フ
ラ
ン
ス
が
一
分

ぐ
ら
い
と
し
て
い
る
。

同
業
組
合
の
結
成

こ
の
よ
う
に
昭
和
初
期
に
は
金
魚
輸
出
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
一
方
で
粗
悪
品
を

輸
出
す
る
も
の
や
、「
売
崩
」
な
ど
の
問
題

も
起
き
、
農
林
省
や
帝
国
水
産
会
で
は
、
こ

れ
ら
を
防
止
す
る
た
め
に
重
要
物
産
同
業
組

合
法
に
よ
る
組
合
結
成
を
慫
慂
し
た
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
六
月
二
七
・
二

八
日
、
帝
国
水
産
会
主
催
に
よ
り
金
魚
輸
出

促
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
（『
帝
国
水
産

会
沿
革
誌
』
一
九
四
三
年
）。
東
京
・
神
奈

川
・
千
葉
・
奈
良
・
愛
知
・
静
岡
・
山
形
の

業
者
や
関
係
者
等
が
出
席
し
、
日
本
輸
出
金

魚
同
業
組
合
の
設
立
を
決
議
し
て
い
る
。
組

合
は
、
農
林
省
へ
の
申
請
が
同
年
一
一
月
一

〇
日
付
、
同
月
二
五
日
に
は
認
可
と
な
っ
た
。

定
款
に
よ
る
と
、
組
合
の
地
区
は
日
本
全
国

と
し
、
組
合
事
務
所
を
東
京
の
帝
国
水
産
会

内
に
置
き
、「
金
魚
、
緋
鮒
、
変
リ
鯉
及
緋

目
高
」
を
養
殖
し
海
外
輸
出
者
に
販
売
す
る

者
・
海
外
輸
出
を
業
と
す
る
者
の
組
織
で
あ

り
、
輸
出
の
際
に
は
、
産
地
証
明
書
を
一
樽

ご
と
に
必
ず
貼
付
す
る
等
の
規
則
を
決
め
た
。

役
員
は
、
三
一
年
三
月
で
は
、
組
長
は
帝
国

水
産
会
長
村
上
隆
吉
、
副
組
長
は
東
京
の
秋

山
吉
五
郎
・
愛
知
の
内
藤
守
正
・
奈
良
の
岩

井
市
松
の
三
大
産
地
が
就
任
し
、評
議
員（
一

一
名
）
に
加
藤
金
蔵
が
就
任
し
て
い
る
。
七

月
現
在
の
組
合
員
数
は
八
三
名
、
府
県
別
で
は

奈
良
県
二
〇
、
愛
知
県
一
八
、
東
京
府
一
五
、

神
奈
川
県
一
〇
、
千
葉
県
九
、
静
岡
県
三
、
埼

玉
県
二
、
京
都
府
・
兵
庫
県
・
山
形
県
・
秋
田

県
・
富
山
県
・
福
岡
県
が
各
一
で
あ
っ
た
。

表
5
は
、
横
浜
の
組
合
員
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
三
一
年
で
は
神
奈
川
県
の
一
〇

名
の
う
ち
九
名
が
横
浜
で
あ
り
、
多
く
が
現

在
の
磯
子
区
や
南
区
に
所
在
し
て
い
た
。『
養

殖
及
輸
出
状
況
』
で
は
、
二
名
減
少
四
名
増

加
で
一
一
名
と
若
干
増
え
て
い
る
。
な
お
、

所
在
地
か
ら
渡
辺
正
夫
は
石
橋
三
郎
の
後
継

と
思
わ
れ
、
ま
た
、
野
本
の
所
在
地
が
上
大

岡
町
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
合
員
の
う
ち
、

八
名
が
飼
育
池
を
持
ち
養
殖
も
行
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
、
先
述
の
水
野
熊
吉
が
三
〇
〇
〇

坪
と
最
大
で
、
次
い
で
野
本
・
島
田
・
渡
辺

が
一
五
〇
〇
坪
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
輸
出
を

取
り
扱
っ
て
い
た
も
の
は
八
名
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
県
内
業
者
は
全
国
的
組
織

に
加
盟
し
た
が
、
一
方
、
他
産
地
は
競
争
相

手
で
も
あ
っ
た
。
三
〇
年
後
半
に
は
、
県
内

で
も
組
合
の
結
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
同

年
一
〇
月
二
一
日
に
は
、
県
内
業
者
等
二
〇

名
が
出
席
し
金
魚
懇
談
会
が
開
か
れ
「
金
魚

の
輸
出
が
奈
良
県
、
愛
知
県
に
押
さ
れ
気
味

で
あ
る
か
ら
此
の
際
当
業
者
が
奮
起
し
て
県

下
の
増
殖
を
計
り
従
来
当
業
者
の
間
に
連
絡

統
一
が
な
か
っ
た
か
ら
新
に
金
魚
輸
出
組
合

を
組
織
」
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
（『
横

貿
』
一
〇
月
二
二
日
）。
組
合
の
組
織
・
形

態
は
不
明
だ
が
、
神
奈
川
県
輸
出
金
魚
組
合

が
組
織
さ
れ
た
。

（
こ
の
項
は
、JA

CA
R

：R
ef.B

090421482
00　

外
務
省
記
録E-4-9-0-3_001 

「
日
本
輸

出
金
魚
同
業
組
合
定
款
送
付
ノ
件
」
等
、『
水

産
物
関
係
雑
件　

第
一
巻
』）

昭
和
初
期
の
ア
メ
リ
カ
市
場

以
上
、
輸
出
元
の
横
浜
の
様
子
を
見
て
き

た
が
、
次
に
輸
出
先
の
ア
メ
リ
カ
の
金
魚
事

情
を
見
て
い
こ
う
。
大
正
初
期
の
外
務
省
の

調
査
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
三
二
（
昭
和

七
）
年
、
外
務
省
が
農
林
省
か
ら
「
合
衆
国

ニ
於
ケ
ル
金
魚
ノ
需
要
及
飼
育
状
況
」
な
ど

の
調
査
依
頼
を
受
け
て
調
査
し
た
、
シ
ア
ト

ル
な
ど
か
ら
の
報
告
を
み
て
い
こ
う
。

先
ず
前
年
の
仕
向
先
一
位
で
あ
る
シ
ア
ト

ル
を
見
て
い
こ
う
。
領
事
の
報
告
で
は
、
ア

メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
生
産
地
や
需
要
地
が

主
に
中
西
部
・
東
部
諸
州
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
情
報
が
少
な
い
と
述
べ
、
そ
の
中
で
シ

ア
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
先
ず
日
本
産
金
魚
の

輸
入
業
者
が
四
店
（
米
国
人
・
中
国
人
・
日

本
人
児
玉
直
市
・
斎
藤
捨
次
郎
）
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
児
玉
は
「
金
魚
池
ヲ

有
シ
一
時
盛
ニ
東
部
地
方
ニ
輸
出
シ
タ
ル
コ

ト
ア
リ
」、
ま
た
斎
藤
は
「
金
魚
ヲ
飼
育
シ

傍
ニ
卸
売
小
売
ヲ
為
ス
モ
規
模
大
ナ
ラ
ズ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
輸
入
商
の
最
低
販
売
価

格
で
は
、
琉
金
四
セ
ン
ト
、
出
目
金
八
セ
ン

ト
、
キ
ャ
リ
コ
八
セ
ン
ト
な
ど
で
、
蘭
鋳
は

二
〇
セ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
輸
入
商
・
日
本
の
輸
出
商
間
に
お

名前 所在地 31年
会員

養殖及輸出状況
組合 飼育（坪） 輸出

水野熊吉 磯子区岡村町 ○ ○ 3,000 ○
加藤金蔵 中区本牧町 ○ ○ 800 ○
石橋三郎 磯子区杉田町 ○
赤萩光吉 磯子区岡村町 ○ ○ 1,200 ○
細田宗治 磯子区丸山町 ○
野本辰五郎 中区花之木町 ○ ○ 1,500 
島田健三郎 中区花之木町 ○ ○ 1,500 ○
長谷川太郎 中区真金町 ○ ○ －
加藤金太郎 中区浦舟町 ○ ○ － ○
二橋太郎作 中区南太田町 ○ － ○
渡辺正夫 磯子区杉田町 ○ 1,500 ○
寺本関太 神奈川区篠原町 ○ 300 ○
安藤桂一 中区戸部町 ○ 150 

出典：31年は「昭和六年三月　組合員名簿」（日本輸出金魚同業組合）、他は表2と同じ。

表5　横浜の金魚業者



11

●渡米する金魚�─�昭和初期の金魚輸出�─

け
る
売
崩
事
情
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
シ
ア
ト
ル
港
に
輸
入
さ
れ
る
金

魚
の
大
部
分
は
、
横
浜
の
石
橋
・
水
野
・
加

藤
等
の
輸
出
商
の
取
扱
で
あ
る
が
、
輸
送
中

に
衰
弱
死
亡
す
る
も
の
が
多
い
た
め
に
、
積

出
港
渡
し
価
格
を
決
め
る
こ
と
や
積
出
地
で

商
談
を
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
輸
入

港
付
近
に
「
保
魚
施
設
」
が
無
け
れ
ば
、
手

持
ち
を
迅
速
に
売
り
捌
く
必
要
が
出
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
売
崩
が
あ
る
の
は
止
む
を
得
ざ

る
と
こ
ろ
と
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
情

か
ら
か
、
水
野
熊
吉
は
二
八
年
に
桑
港
に
近

い
パ
ロ
・
ア
ル
ト
に
養
魚
池
を
設
置
し
て
い

る
（「
岡
村
の
金
魚
王
」）。
ま
た
、
中
国
人

商
のGon W

ing &
 Com

pany

が
、
石
橋
商

店
の
輸
出
金
魚
に
対
し
「
日
支
事
件
ニ
因
ル

対
日
『
ボ
イ
コ
ッ
ト
』
ヲ
盾
ト
シ
テ
取
引
ヲ

拒
絶
」
し
た
た
め
に
、
米
商
に
「
破
格
ノ
安

値
」
で
引
き
取
ら
せ
た
事
例
も
報
告
し
て
い

る
。
こ
の
前
年
に
は
、
金
魚
付
添
人
が
航
海

中
に
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
た
め
に
「
捨
値
同

様
ニ
テ
処
分
」
し
た
事
例
も
挙
げ
て
い
る
。

最
後
の
事
例
は
、
一
一
月
に
横
浜
を
出
航
し

た
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
号
に

乗
船
し
た
茂
木
正
男
が
、
一
五
日
に
北
太
平

洋
上
で
暴
風
に
よ
る
高
波
に
金
魚
樽
と
共
に

さ
ら
わ
れ
て
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
（『
横
貿
』
一
二
月
一
二
日
）。

報
告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
売
崩
を
防
止
す

る
た
め
に
、
同
業
組
合
を
組
織
し
た
こ
と
は

時
宜
を
得
た
こ
と
と
し
、
組
合
に
よ
っ
て
輸

入
港
に
代
理
店
や
保
魚
池
を
設
置
し
、
ま
た

需
要
地
の
東
部
に
も
同
様
に
設
置
し
な
い
と

販
路
拡
大
は
困
難
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
現

在
は
輸

入
量
の

数
十
倍

も
の
生

産
が
米

国
内
で

行
わ
れ

て
い
る

の
で
、

ど
の
程

度
ま
で

実
効
性
は
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
す
る
。

ま
た
、
二
八
年
の
米
商
務
省
水
産
局
統
計

を
挙
げ
て
い
る
が
、
輸
入
量
は
三
八
万
尾
、

卸
価
格
は
三
万
一
九
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
。

こ
の
種
類
は
、
琉
金
（Fantail

）
五
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
出
目
金
（T

elescope

）
二
〇
、

キ
ャ
リ
コ
（Calico

）
一
〇
、
コ
メ
ッ
ト

（Com
et

）
一
〇
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
方
、

米
国
産
は
、「
コ
ム
モ
ン
」・「
カ
メ
ッ
ト
」・

「
ニ
ン
フ
」・「
フ
ァ
ン
テ
イ
ル
」・
朱
文
金

が
主
で
、
二
八
年
で
は
「
コ
ム
モ
ン
」
一
七

〇
〇
万
尾
、
そ
の
他
四
五
〇
万
尾
、
計
二
一

五
〇
万
尾
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
が
、
ど
こ

ま
で
信
憑
性
が
あ
る
か
疑
問
と
す
る
が
、
輸
入

量
と
比
較
し
て
「
生
産
量
ノ
大
ナ
ル
ハ
注
目
ニ

値
ス
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、「
コ
ム

モ
ン
」
等
の
一
般
向
け
は
、
値
下
げ
や
品
質

の
改
良
が
な
け
れ
ば
競
争
は
難
し
く
、
出
目

金
・
蘭
鋳
等
の
特
種
金
魚
は
宣
伝
等
に
よ
り

相
当
の
販
路
が
あ
る
と
し
た
。

次
に
ロ
ス
の
報
告
を
見
て
み
よ
う
。
同
地
に

は
、
浅
利
鶴
松
と
秋
山
清
美
の
二
名
の
輸
入
商

が
居
り
、
今
の
と
こ
ろ
売
崩
は
無
い
と
し
て
い

る
。
日
本
産
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
は
、

Fantail, T
elescope, Lionhead

等
の
「
上

等
金
魚
」
に
あ
る
と
し
、
シ
ア
ト
ル
と
同
様

の
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
米
国

人
の
金
魚
趣
味
は
向
上
し
て
い
る
も
の
の

「
未
ダ
甚
ダ
幼
稚
ニ
シ
テ
色
赤
ク
勢
良
ク

値
段
安
ケ
レ
バ
購
求
ス
ル
」
と
し
、
日
本
産

需
要
の
九
割
が
琉
金
・
出
目
金
な
の
で
、
今

後
、
こ
れ
ら
と
キ
ャ
リ
コ
・
朱
文
金
が
需
要

の
多
く
な
る
種
類
と
し
て
い
る
。

最
後
に
紐
育
の
商
務
書
記
官
か
ら
の
報
告

を
見
て
み
よ
う
。
紐
育
に
は
日
本
産
金
魚
の

輸
入
業
者
は
無
く
、
主
な
取
扱
業
者
で
も
扱

っ
て
い
な
い
と
す
る
。
先
に
見
た
「
奈
良
貿

易
商
会
」
の
記
載
は
無
く
、
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。
需
要
は
、
四
～
五
年
前
は
金
魚
の
生

産
量
が
少
な
く
日
本
産
は
「
珍
重
」
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
「
一
般
ノ
愛
玩
用
ト
シ
テ

ハ
稍
飽
カ
レ
気
味
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

米
国
内
の
養
殖
増
加
と
不
況
に
よ
り
価
格
が

下
が
り
、
現
在
で
は
「
五
仙
十
仙
均
一
店
」

で
も
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
日
本
産
は
「
玄
人
筋
」

に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
小
売
店
で
は
多

少
は
所
有
し
な
い
と
「
沽
券
ニ
関
ス
ル
モ

ノ
」
で
あ
る
が
、
多
く
は
「
単
ニ
養
殖
業
者

ノ
種
付
用
ト
シ
テ
ノ
ミ
需
要
ア
リ
、
今
後
モ

此
ノ
状
態
ハ
継
続
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
日
本
産
の
多
く
は
、
先
に
見
た
よ
う

に
西
海
岸
か
ら
汽
車
で
輸
送
さ
れ
、
シ
ア
ト

ル
─
紐
育
の
輸
送
で
は
三
分
の
一
が
死
亡
す

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
輸
送
上
の
不
便
が

あ
る
の
で
、
日
本
産
が
米
国
産
と
の
競
争
に

堪
え
得
る
か
疑
問
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
一
九
三
二
年
頃
は
、
米
国

内
に
お
け
る
金
魚
養
殖
が
進
み
、
和
金
や
コ

メ
ッ
ト
の
よ
う
な
一
般
向
け
は
価
格
面
で
競

争
が
厳
し
く
、「
上
等
金
魚
」「
特
種
金
魚
」

の
み
が
販
路
拡
大
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

（
こ
の
項
は
、
前
掲JA

CA
R

：B
09042148

200　

外
務
省
記
録
「
北
米
合
衆
国
ニ
於
ケ

ル
金
魚
ニ
関
ス
ル
調
査
方
ノ
件
」
等
、『
水

産
物
関
係
雑
件　

第
一
巻
』）

付　

イ
モ
リ
輸
出

ア
メ
リ
カ
に
は
、
金
魚
や
小
鳥
の
ほ
か
に

も
愛
玩
動
物
と
し
て
イ
モ
リ
が
輸
出
さ
れ
て

い
た
。
三
一
年
に
は
「
最
近
で
は
金
魚
と
同

様
ク
リ
ス
マ
ス
や
ヰ
ー
ス
タ
ー
の
贈
物
に
ま

で
使
は
れ
る
と
か
」
で
、
二
八
年
八
三
〇
〇

尾
、
二
九
年
一
万
四
六
〇
〇
尾
、
三
〇
年
三

万
二
〇
〇
〇
尾
が
横
浜
港
か
ら
輸
出
さ
れ
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
東
京
朝
日
新
聞
』

六
月
七
日
）。
ま
た
、
三
二
年
、
外
務
省
通

商
局
の
問
い
合
わ
せ
に
回
答
し
た
神
奈
川
県

金
魚
輸
出
組
合
長
加
藤
金
蔵
は
、
輸
出
高
一

〇
万
尾
、
一
尾
一
銭
と
回
答
し
て
い
る
。

（JA
CA

R

：B
09042163300

外
務
省
記
録

『
水
産
物
関
係
雑
件
／
貝
類
ノ
部
』）
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